
名古屋港水族館では、

今年も

アカウミガメの子どもが

うまれたよ。

南館２階 ウミガメ回遊水槽

おとなのカメと、子ガメを比べて、

右の表を完成させよう。
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南館３階子ガメ水槽

子ガメは、おとなのカメに比べて小さい

だけでなく、いろいろなちがいがあるんだ。
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子どものウミガメは、長く息を止められません。

そのため水面にとどまることが多く、カモメなど

の鳥に襲われる危険があります。どうやって身を

守るのでしょう？

水槽で休む子ガメを見ていると、答えがわかりま

す。色、こうらの形、休み方・・・。

実は、子ガメは前あしをこうらに乗せ、枯葉や木

のかけらのふりをして（擬態）、敵の目に留まら

ないようにしているのです。

体全体が黒っぽいのは、太陽の熱を吸収しやすい

という利点もあります。
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